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「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ

大
賞
」
（
以
下
、
「
赤
ひ
げ
大

賞
」
）
は
、
地
域
の
医
療
現

場
で
健
康
を
中
心
に
地
域
住

民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
医

師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ

の
活
躍
を
顕
彰
す
る
こ
と

で
、
各
地
の
医
療
環
境
整
備
、

医
療
活
動
の
充
実
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
24
年
に
日
本
医
師
会
と
産

経
新
聞
社
が
創
設
し
た
も
の

　

第
14
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」（
主
催
：
日
本
医
師
会
、

産
経
新
聞
社
、
協
力
：
都
道
府
県
医
師
会
、
特
別
協
賛
：
太
陽
生

命
保
険
）
の
受
賞
者
と
し
て
、「
赤
ひ
げ
大
賞
」
５
名
、「
赤
ひ
げ

功
労
賞
」
20
名
が
決
定
し
、
選
考
委
員
を
務
め
た
黒
瀨
巌
常
任
理

事
が
１
月
７
日
に
行
わ
れ
た
定
例
記
者
会
見
で
発
表
し
た
。

で
あ
る
。

「
赤
ひ
げ
大
賞
」
の
名
称

は
、
山
本
周
五
郎
の
時
代
小

説
『
赤
ひ
げ
診

し
ん
り
ょ
う
た
ん

療
譚
』
に
由

来
し
て
お
り
、
同
小
説
の
主

人
公
は
、
江
戸
時
代
中
期
に

貧
民
救
済
施
設
で
あ
る
小
石

川
養
生
所
で
活
躍
し
た
小
川

笙
し
ょ
う
せ
ん船

を
モ
デ
ル
と
し
て
い

る
。賞

の
創
設
以
来
、
毎
回
、

５
名
の
医
師
を
「
赤
ひ
げ
大

賞
」
に
決
定
、
第
８
回
か
ら

は
「
赤
ひ
げ
功
労
賞
」
も
創

設
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
て

い
る
。

14
回
目
と
な
る
今
回
は
、

選
考
会
を
昨
年
11
月
13
日
に

日
本
医
師
会
館
小
講
堂
で
開

催
。
前
回
に
引
き
続
き
、
医

学
生
（
本
年
度
は
京
都
大
学
、

京
都
府
立
医
科
大
学
、
徳
島

「家で療養したい」という患者の願いをかなえるため、
1996年にクリニックを開業。以来、一般内科とペイン
クリニックの外来診療と並行して、在宅診療にも従事
し、これまで1,500人以上に寄り添い、900人以上の看
取りを行った。他の診療所との相互連携により、24時
間365日体制で在宅医療を提供する枠組み「岸和田在宅
ケア24」を構築した他、在宅医療に関して医学生や研
修医への指導、市民への講演、医師会の医療・介護連
携事業などにも尽力。独居高齢者や在宅看取り患者の
家族への支援などにも取り組んでいる。

出
で み ず

水 　明
あきら

 医師

73歳　大阪府
出水クリニック
理事長・院長 

東日本大震災に衝撃を受け、岩手県宮古市に移住。被
災地支援にとどまらず、循環器科常勤医が不在だった
病院で、24時間緊急対応可能な循環器診療の実現に尽
力した。2023年に故郷の徳島県に戻り、県立病院の内
科に勤務しつつ、医師不足や高齢化が進む準無医地区
の診療所にも赴く他、学校や高齢者施設との連携、地
域住民への健康講話などにも力を注ぐ。2024年の能登
半島地震の際には被災地支援に県医師会から日本医師
会災害医療チーム（JMAT）として参加。平時も災害
時も患者に寄り添う医療を掲げ、実践している。

前
ま え が わ

川 裕
ゆ う こ

子 医師

50歳　徳島県
徳島県立三好病院
循環器内科 部長 

故郷である上越地域の精神科医として、30代から住民
の「こころの病の健康・予防」に尽力。現在まで二つ
の病院の「仁寿の精神」を受け継ぎ、地域医療を行っ
ている。1980年代よりグループホームの前身の共同住
居活動を基に、1981年に社会福祉法人を創設し、医療
の傍ら、精神障がい者が地域で暮らす住居・就労ケア（工
房でのパン作業、農作業など）を継続。また、障がい者
への「偏見・差別解消の理解」のため、「まあるい心で共
ににっこり」をスローガンとして住民と共に、祭り、音
楽会、マラソン大会などを長きにわたり開催している。

川
か わ む ろ

室　 優
ゆ う

 医師

80歳　新潟県
高田西城病院 
理事長・院長

往診や訪問診療に取り組むとともに、特別養護老人ホ
ーム・訪問看護ステーションを運営し、多職種連携に
よるネットワークづくりに尽力。東日本大震災後は被
災した地域のために地域包括ケア、台風水害支援、新
型コロナウイルス感染症対応を主導してきた。学校医、
産業医も25年以上務め、小中学生に認知症、在宅医療、
がんなどについて伝える「いのちの授業」を展開。2023
年にALS（筋萎縮性側索硬化症）を発症後には、医師
であり、患者でもある立場から、自身の声を読み上げ
るソフトを用いて講演を続けている。

木
き む ら

村 守
も り か ず

和 医師

66歳　福島県
社会福祉法人楽寿会

理事長

産婦人科医として66年、父の代からの医院を継承し、
これまで1万人以上の出産に携わっている。昭和50年
代にはラオスの内乱で国を追われ、旧大宮市に移り住
んだ約50名の難民の人々の健康管理に協力した。また、
言葉も通じず習慣も異なる異国で不安を抱えている妊
婦10名の分

ぶんべん

娩、産前産後の健診を無償で行った。「いの
ちのバトンをつなぐこと」を代々受け継ぎ、女性の一生、
思春期から老年期まで年代ごとの悩みや不調を解決す
るために寄り添うパートナーを自負。2027年の開院100
周年を見届けることを目標に、今なお現役を続ける。

林
はやし

　 正
ただし

 医師

93歳　埼玉県
大宮林医院 顧問

杉
す ぎ や ま

山　　茂
しげる

（北海道）	 小
お の せ

野瀬好
よ し な が

良（茨城県）	 尾
お が た

形直
な お

三
さ ぶ ろ う

郎（栃木県）	 星
ほ し の

野　仁
き み お

夫（群馬県）

松
ま つ な が

永　平
へ い

太
た

（千葉県）	 中
な か さ と

里　　厚
ひろし

（東京都）	 森
も り し ま

島　　昭
あきら

（神奈川県）	井
い む ら

村　　優
まさる

（石川県）

萩
は ぎ の

野　正
ま さ き

樹（福井県）	 長
お さ だ

田　忠
た だ

大
ひ ろ

（山梨県）	 林
はやし

　　悦
え つ ぞ う

三（静岡県）	 坂
さ か く ら

倉　　究
きわむ

（三重県）

伊
い せ む ら

勢村卓
た く じ

司（京都府）	 大
お お し た

下　智
と も ひ こ

彦（広島県）	 安
や す も と

本　忠
た だ み ち

道（山口県）	 岡
お か も と

本　啓
け い い ち

一（高知県）

小
お の

野　辰
た つ や

也（佐賀県）	 山
や ま し た

下　昌
ま さ ひ ろ

洋（熊本県）	 吉
よ し だ

田　史
ふ み お

郎（大分県）	 森
も り

　　明
あ き と

人（鹿児島県）

「赤ひげ大賞」受賞者（5名） 順列は北から
受賞者の年齢は令和8年1月7日現在

「赤ひげ功労賞」受賞者（20名） 順列は北から・敬称略

選考委員
羽毛田信吾（恩賜財団母子愛育会会長）
向井　千秋（東京理科大学特任副学長）
檀　　ふみ（俳優）
ロバート　キャンベル	
	 （早稲田大学特命教授）
森光　敬子（厚生労働省医政局長）
医学生	 （�京都大学、京都府立医科大学、	

徳島大学／令和７年度）
城守　国斗（日本医師会常任理事）
黒瀨　　巌（日本医師会常任理事）
羽成　哲郎（産経新聞社常務取締役）
河合　雅司（産経新聞客員論説委員）

（敬称略）

大
学
で
地
域
医
療
を
学
ぶ
学

生
グ
ル
ー
プ
）
に
も
選
考
委

員
と
し
て
参
加
し
て
も
ら

い
、
「
将
来
こ
の
よ
う
な
医

師
に
な
り
た
い
」
と
い
う
視

点
か
ら
、
選
考
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

そ
の
結
果
、
都
道
府
県
医

師
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補

者
か
ら
25
名
を
「
赤
ひ
げ
功

労
賞
」
に
、
そ
の
中
か
ら
５

名
を
「
赤
ひ
げ
大
賞
」
に
選

定
し
た
（
大
賞
受
賞
者
の
功

績
、
功
労
賞
受
賞
者
の
氏
名

は
左
掲
参
照
）。

今
回
の
「
赤
ひ
げ
大
賞
」

の
受
賞
者
は
50
歳
か
ら
93
歳

ま
で
と
幅
広
く
、
ま
た
、
福

島
県
か
ら
は
初
め
て
の
受
賞

と
な
っ
た
。

会
見
で
受
賞
者
を
公
表
し

た
、
選
考
委
員
で
も
あ
る
黒

瀨
常
任
理
事
は
、
「
今
回
の

受
賞
者
も
長
年
に
わ
た
り
、

住
民
の
健
康
確
保
や
保
健
・

福
祉
の
向
上
に
親
身
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
、

素
晴
ら
し
い
功
績
の
方
ば
か

り
で
、
そ
の
中
か
ら
５
名
を

選
ぶ
の
は
大
変
苦
労
し
た
」

と
選
考
の
難
し
さ
を
振
り
返

っ
た
上
で
、
「
受
賞
者
の
励

み
に
も
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
、

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん

に
そ
の
功
績
を
報
道
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
請
。
ま
た
、

受
賞
者
の
功
績
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
受
賞
者
の
よ
う

な
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
た

い
と
思
う
人
が
一
人
で
も
増

え
る
こ
と
に
期
待
感
を
示
し

た
。な

お
、
表
彰
式
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
３
月

に
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

模
様
は
後
日
、
本
紙
で
も
詳

報
す
る
。

第
14
回

 

「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ
大
賞
」

  

大
賞
並
び
に
功
労
賞
の
受
賞
者
が
決
定
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新
年
に
当
た
っ
て

1
月
7
日

今
村
英
仁
常
任
理
事
は
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
反
対
の

意
を
表
明
。
日
本
医
師
会
と

し
て
、
医
師
の
診
断
と
治
療

の
下
で
国
民
の
健
康
と
安
全

を
守
り
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
す
る
姿
勢
で
、
今
後

も
対
応
し
て
い
く
と
主
張
し

た
。ま

ず
同
常
任
理
事
は
、
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
つ
い
て
、

■■■■■■■■

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の

 

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に

反
対
の
意
向
を
表
明

１
月
７
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
が
募
集
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
触
れ
る
と
と
も

に
、
国
民
の
健
康
に
対
す
る

大
き
な
リ
ス
ク
が
生
じ
得
る

と
し
て
、
強
い
危
惧
を
表
明
。

日
本
臨
床
内
科
医
会
や
日
本

小
児
科
医
会
を
含
め
、
関
係

医
会
・
学
会
か
ら
も
反
対
の

意
見
が
出
て
い
る
他
、
多
く

の
地
域
医
師
会
や
日
本
医
師

会
の
会
員
の
先
生
方
か
ら
も

断
固
反
対
と
の
声
が
届
い
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。ま

た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
の
軽

症
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
肺
炎

や
脳
症
な
ど
の
重
篤
な
合
併

症
を
引
き
起
こ
し
得
る
感
染

症
で
あ
る
こ
と
に
言
及
。
診

断
と
治
療
開
始
の
判
断
に
関

し
て
は
、
発
症
時
期
や
症
状

の
経
過
、
基
礎
疾
患
の
有
無
、

年
齢
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
た
上
で
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、「
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
は
、
こ

う
し
た
医
学
的
判
断
を
前
提

と
し
て
、
医
師
の
管
理
下
で

適
正
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
医

薬
品
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

一
方
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
に
よ
り
、
医
師
の
診
断
を

伴
わ
な
い
自
己
判
断
で
の
使

用
が
広
が
る
と
、
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
以
外
の
疾
患
に
対

す
る
誤
用
」
「
投
与
開
始
時

期
を
誤
る
こ
と
に
よ
る
効
果

低
下
」
「
受
診
遅
れ
に
よ
る

重
症
化
リ
ス
ク
の
増
大
」
が

懸
念
さ
れ
る
と
指
摘
。
迅
速

検
査
キ
ッ
ト
の
感
度
や
正
確

て
、
与
党
に
極
め
て
強
い
逆

風
が
吹
く
中
で
の
参
院
選
に

お
い
て
、
か
ま
や
ち
敏
副
会

長
（
当
時
）
が
医
療
・
社
会

保
障
関
係
候
補
者
７
名
の
う

ち
ト
ッ
プ
で
当
選
を
果
た
し

た
こ
と
を
挙
げ
、
当
選
後
の

活
躍
を
労

ね
ぎ
ら

う
と
と
も
に
、
今

後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
を

寄
せ
た
。

次
に
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
が
医
療
・
介
護
合
わ
せ

て
約
１
・
４
兆
円
、
厚
生
労

働
省
の
医
療
分
の
予
算
だ
け

で
１
兆
３
６
８
億
円
と
な

り
、
更
に
文
部
科
学
省
の
予

算
や
内
閣
府
の
重
点
支
援
地

方
交
付
金
も
措
置
さ
れ
る
な

ど
、
大
規
模
な
補
正
と
な
っ

た
こ
と
を
挙
げ
た
。

そ
の
上
で
、
財
務
省
は
こ

れ
ら
が
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
前
倒
し
で
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
て
い
た
こ
と

に
触
れ
、
「
あ
く
ま
で
過
年

度
の
不
足
分
へ
の
対
応
で
あ

る
と
反
論
す
る
と
と
も
に
、

補
正
予
算
の
土
台
を
発
射
台

と
し
て
、
令
和
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
は
更
な

る
賃
上
げ
・
物
価
高
騰
対
策

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強

く
主
張
し
て
き
た
」
と
説
明

し
た
。

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
改
定
率
決
定
ま
で
の
議

論
に
関
し
て
は
、
（
１
）
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
５
」
を
踏

ま
え
、
イ
ン
フ
レ
下
に
お
け

る
賃
金
・
物
価
上
昇
へ
の
対

応
を
「
別
枠
」
で
確
保
す
る
、

（
２
）
適
正
化
等
の
名
目
に

よ
り
医
療
費
の
ど
こ
か
を
削

っ
て
財
源
を
捻
出
す
る
の
で

は
な
く
、
純
粋
に
財
源
を
上

乗
せ
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
真

水
」
に
よ
る
思
い
切
っ
た
対

策
を
行
う
、
（
３
）
令
和
７

年
度
補
正
予
算
の
土
台
を

「
発
射
台
」
と
す
る

─
こ

と
を
関
係
各
方
面
へ
求
め
て

き
た
と
強
調
。

そ
の
結
果
、
公
定
価
格
で

運
営
さ
れ
て
い
る
医
療
・
介

護
分
野
は
、
賃
金
・
物
価
上

昇
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
経

営
状
況
が
著
し
く
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
て

い
る
と
い
う
窮
状
に
理
解
が

得
ら
れ
た
と
し
、
「
令
和
８

年
度
診
療
報
酬
改
定
は
、『
別

枠
』
『
真
水
』
『
発
射
台
』
の

三
つ
の
主
張
に
対
応
し
た
、

イ
ン
フ
レ
下
で
の
今
後
の

『
道
し
る
べ
』
と
な
る
極
め

て
重
要
な
改
定
と
な
っ
た
」

と
の
見
方
を
示
し
た
。

そ
の
他
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
自
己
負
担
増
加
や
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
の
議

論
、
医
療
法
の
改
正
、
税
制

改
正
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

移
行
、
医
療
保
険
制
度
に
お

け
る
出
産
に
対
す
る
支
援
の

強
化
な
ど
、
２
０
２
５
年
は

総
じ
て
大
き
な
枠
組
み
や
方

向
性
が
決
ま
っ
た
、
も
し
く

は
議
論
が
進
ん
だ
年
で
あ
っ

た
と
し
、
「
今
年
は
そ
れ
ら

を
受
け
て
着
実
に
実
行
、
推

進
し
て
い
く
一
年
と
な
る
」

と
の
考
え
を
表
明
。
高
市
早

苗
内
閣
総
理
大
臣
が
年
頭
所

感
で
設
置
す
る
と
し
た
「
国

民
会
議
」
に
つ
い
て
も
言
及

し
、
記
者
会
見
等
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
意
見
を

主
張
し
て
い
く
と
す
る
と
と

も
に
、
組
織
強
化
な
ど
、
会

務
運
営
に
も
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

性
に
は
限
界
が
あ
り
、
結
果

が
陰
性
で
も
感
染
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
し

て
、
「
医
師
に
よ
る
臨
床
判

断
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
医

療
安
全
上
、
大
き
な
問
題
で

あ
る
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

特
に
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
の
不
適
切
使
用
に
つ
い

て
は
、
「
耐
性
ウ
イ
ル
ス
出

現
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
他
、

こ
う
し
た
耐
性
株
の
拡
大

は
、
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
社
会
全
体
の
感
染
症

対
策
を
脅
か
す
公
衆
衛
生
上

の
課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
長
期
的
に
見
る
と
治
療
手

段
そ
の
も
の
を
失
う
危
険
性

を
孕は

ら

ん
で
い
る
た
め
、
医
師

の
診
断
と
管
理
の
下
で
使
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
訴

え
た
。

更
に
、
高
齢
者
や
小
児
、

妊
婦
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
な
ど
、
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
人
々
に
対
し
て
は
、
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
の
使
用
可
否
や

投
与
方
法
を
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
と
強
調
。
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
は
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
評
価
を
個
人
の

自
己
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に

な
り
、
結
果
と
し
て
重
症
例

の
増
加
や
、
救
急
医
療
な
ど

の
医
療
資
源
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫
を
招
き

か
ね
な
い
こ
と
に
危
機
感
を

あ
ら
わ
に
し
た
。

公
衆
衛
生
及
び
地
域
医
療

体
制
の
観
点
か
ら
も
、
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
と
指
摘
。
流
行
期
に
お

け
る
受
診
動
向
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
含
む
急
性
呼
吸

器
感
染
症
の
感
染
状
況
の
把

松
本
吉
郎
会
長
は
今
年
初

め
て
の
定
例
記
者
会
見
に
臨

み
、
新
年
に
当
た
っ
て
、
参

議
院
選
挙
や
令
和
７
年
度
補

正
予
算
、
令
和
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
お
け
る
改
定
率

の
議
論
な
ど
、
激
動
の
一
年

と
な
っ
た
昨
年
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
２
０
２
６
年
は

そ
れ
ら
を
受
け
て
、
着
実
に

実
行
、
推
進
し
て
い
く
一
年

に
な
る
と
の
所
感
を
述
べ

た
。冒

頭
、
松
本
会
長
は
本
年

の
干え

と支
で
あ
る
丙

ひ
の
え
う
ま午
に
触

れ
、「『
丙
』『
午
』
共
に
『
火
』

の
要
素
を
も
ち
、
そ
れ
が
迷

信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

が
、
別
の
面
か
ら
見
る
と
、

情
熱
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
年
は

（
自
身
が
）
年
男
で
あ
り
、

地
域
医
療
を
守
る
と
い
う
強

い
決
意
と
信
念
の
下
、
情
熱

的
か
つ
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

一
年
に
し
た
い
」
と
の
抱
負

を
述
べ
た
。

ま
た
、
昨
年
を
振
り
返
り
、

特
に
印
象
深
い
も
の
と
し

「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口
（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」を運用中！！

　日本医師会では、「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」の運用を
行っています。
　「日医ペイハラ・ネット相談窓口」は、昨今増加しているインターネット上の悪質な書き込みを含むペイシェントハラスメント全般に関する
会員の先生方などからのご相談に対応するために開設したものです。お困りの際はぜひ、ご活用下さい。

●利用対象者 日本医師会員及び会員が開設・管理している医療機関または介護サービス施設・事業所の従事者
●相談受付方法 WEBフォームまたは電話（電話受付時間：平日の午前9時～午後６時）
●担　当　課 日本医師会情報システム課、医事法・医療安全課

※なお、WEBフォーム及び電話番号は日本医師会ホームページ内のメンバーズルームに掲載して
いるため、日本医師会会員用アカウント（ユーザー名、パスワード）が必要となります。 https://www.med.or.jp/doctor/sonota/sonota_etc/011988.html

重要なお知らせ

　ベースアップ評価料の届出を行われていない医療機関等に
おかれましては、
◦�令和7年度補正予算で行われる医療機関等における�
賃上げ・物価上昇に対する支援事業�
（令和8年3月1日時点でベースアップ評価料を�
届け出ている施設が対象）

◦�令和8年度診療報酬改定（賃上げ対応）
の対応のため、
　ぜひ、2月中の届出をご検討下さい！！

握
は
、
医
療
機
関
を
通
じ
て

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
説
明

し
た
上
で
、
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
よ
り
医
療
機
関
を

介
さ
な
い
中
途
半
端
な
治
療

が
広
が
れ
ば
、
流
行
状
況
の

把
握
や
適
切
な
対
策
立
案
が

困
難
と
な
り
、
わ
が
国
全
体

の
感
染
症
対
応
力
を
低
下
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
釘
を

刺
し
た
。

加
え
て
、
２
０
１
０
年
か

ら
継
続
し
て
い
る
医
薬
品
供

給
問
題
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
こ
と
に
言
及
。
一
昨
年

の
年
末
年
始
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
た
際
、
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
医
療
現

場
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
に

触
れ
る
と
と
も
に
、
「
医
療

用
の
製
造
ラ
イ
ン
の
一
部
を

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
製
造
ラ
イ

ン
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
医
療
用
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
が
必
要
な
時
に
医
療

現
場
に
届
か
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
の
認
識
を
示

し
た
。

最
後
に
今
村
常
任
理
事

は
、
「
や
み
く
も
な
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
、
更
に
は
社
会
保
険
料
の

削
減
を
目
的
と
す
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
取
り
扱
い
や
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
進
め
て
し

ま
う
と
、
必
要
な
時
に
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
国

民
が
増
え
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
」
と
強
調
す
る
と
と
も

に
、
「
日
本
医
師
会
と
し
て

は
、
医
師
の
診
断
と
治
療
の

下
で
国
民
の
健
康
と
安
全
を

守
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

堅
持
す
る
姿
勢
で
、
今
後
も

対
応
し
て
い
く
」
と
主
張
し

た
。



（3）第1544号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和8年2月5日

日本医師会会員数調査 （令和7年12月1日現在）

都道府県
医師会

会　員　数
総数 Ａ①会員 Ａ②会員（B） Ａ②会員（C） Ｂ会員 Ｃ会員

北海道 5,747 2,022 1,740 48 1,708 229
青　森 1,237 591 276 13 239 118
岩　手 1,592 648 336 27 487 94
宮　城 3,430 1,448 1,091 118 711 62
秋　田 1,509 542 157 4 729 77
山　形 1,607 617 258 41 657 34
福　島 2,723 1,138 585 21 786 193
茨　城 2,703 1,337 648 161 529 28
栃　木 2,340 1,122 380 75 691 72
群　馬 2,153 1,215 447 111 330 50
埼　玉 7,888 3,551 1,180 307 2,485 365
千　葉 4,041 2,904 618 48 459 12
東　京 20,286 10,101 3,497 593 5,911 184
神奈川 9,956 5,668 1,761 451 1,965 111
新　潟 3,364 1,164 563 59 1,478 100
富　山 1,139 642 200 37 255 5
石　川 1,317 689 368 107 144 9
福　井 1,012 428 316 6 241 21
山　梨 1,057 525 142 3 362 25
長　野 2,160 1,181 444 10 521 4
岐　阜 3,021 1,258 403 89 1,136 135
静　岡 4,709 2,232 867 62 1,266 282
愛　知 11,301 4,675 1,764 432 4,104 326
三　重 2,516 1,118 517 53 593 235
滋　賀 1,433 857 253 6 282 35
京　都 3,403 2,078 653 264 380 28
大　阪 16,119 7,327 6,019 432 2,258 83
兵　庫 8,679 4,453 2,638 153 1,354 81
奈　良 2,027 988 404 140 487 8
和歌山 1,449 838 401 7 199 4
鳥　取 773 362 180 39 179 13
島　根 870 435 261 12 158 4
岡　山 2,652 1,230 554 100 677 91
広　島 5,650 2,141 2,751 187 540 31
山　口 2,049 998 539 34 363 115
徳　島 1,579 575 389 38 572 5
香　川 1,680 689 435 0 555 1
愛　媛 2,747 932 1,243 114 438 20
高　知 1,226 431 494 18 278 5
福　岡 9,179 3,828 1,972 263 2,787 329
佐　賀 1,564 608 484 82 384 6
長　崎 3,248 1,043 1,431 59 649 66
熊　本 3,089 1,230 825 40 942 52
大　分 2,243 831 438 10 942 22
宮　崎 1,954 752 413 37 676 76
鹿児島 4,018 1,076 2,375 81 482 4
沖　縄 2,154 755 584 124 609 82
合　計 178,593 81,273 44,294 5,116 43,978 3,932

構成割合（%） 100.0 45.5 24.8 2.9 24.6 2.2

令和７年度日本医師会会員数調査結果まとまる

過去最高を更新し
　　 　　　会員総数は178,593人に

日
本
医
師
会
は
、
昨
年
12

月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10

回
理
事
会
で
、
都
道
府
県
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

た
令
和
７
年
度
日
本
医
師
会

会
員
数
調
査
（
令
和
７
年
12

月
1
日
現
在
）
の
結
果
を
報

告
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
会
員
総

数
は
17
万
８
５
９
３
人
と
な

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
Ａ
①
会
員
は
減
少
し
た

も
の
の
、
Ａ
②
（
Ｂ
）
会
員

並
び
に
Ａ
②
（
Ｃ
）
会
員
等

が
増
加
と
な
っ
た
た
め
、
全

体
で
は
対
前
年
度
比
で
１
２

１
０
人
の
増
加
と
な
っ
た
。

会
員
数
の
内
訳
は
、
Ａ
①

会
員
が
８
万
１
２
７
３
人

（
構
成
割
合
45
・
５
％
）
、
Ａ

②
（
Ｂ
）
会
員
が
４
万
４
２

９
４
人
（
同
24
・
８
％
）
、

Ａ
②
（
Ｃ
）
会
員
が
５
１
１

６
人
（
同
２
・
９
％
）
、
Ｂ

会
員
が
４
万
３
９
７
８
人

（
同
24
・
６
％
）
、
Ｃ
会
員
が

３
９
３
２
人
（
同
２
・
２
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

日
本
医
師
会
代
議
員
の
定

数
は
３
８
５
名

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果

に
よ
り
、
日
本
医
師
会
代
議

員
の
定
数
は
東
京
都
、
岐
阜

県
、
愛
知
県
、
奈
良
県
、
福

岡
県
の
各
医
師
会
の
定
数
が

そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
増
加

し
、
３
８
５
人
と
な
る
こ
と

に
な
っ
た
（
任
期
は
令
和
８

年
６
月
開
催
予
定
の
定
例
代

議
員
会
の
開
催
日
か
ら
、
令

和
10
年
６
月
開
催
予
定
の
定

例
代
議
員
会
開
催
日
の
前
日

ま
で
）
。

Ａ①	 ：病院・診療所の開設者、管理者およびそれに準ずる会員
Ａ②（B）	：上記Ａ①会員およびＡ②会員（C）以外の会員
Ａ②（C）	：医師法に基づく研修医
Ｂ	 ：上記Ａ②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員
Ｃ	 ：上記Ａ②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員

令
和
８
年
度
税
制
改
正
大
綱

ま
た
、
社
会
医
療
法
人
や

認
定
医
療
法
人
・
特
定
医
療

法
人
・
開
放
型
病
院
等
に
係

る
税
制
措
置
に
つ
い
て
、
自

費
患
者
に
対
し
請
求
す
る
金

額
が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬

と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算

さ
れ
る
こ
と
と
の
要
件
が
課

さ
れ
て
い
る
が
、
訪
日
外
国

人
に
対
す
る
自
費
診
療
に
つ

い
て
は
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
請
求
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
請
求
金
額
の
上
限
を
社

会
保
険
診
療
の
３
倍
ま
で
の

範
囲
で
地
域
に
お
け
る
標
準

的
な
料
金
を
超
え
な
い
も
の

と
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
４
）
関
連
項
目
と
し
て

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
」
に
関
連
し
、

劇
場
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い

た
固
定
資
産
税
軽
減
措
置
の

対
象
が
、
政
府
の
補
助
を
受

け
て
同
法
に
基
づ
く
基
準
に

適
合
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
を
行
っ
た
「
一
定
の

特
別
特
定
建
築
物
」
と
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
病
院
や
診

療
所
も
対
象
に
な
り
得
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
個
人
版
事
業
承
継

税
制
に
つ
い
て
は
、
個
人
事

業
承
継
計
画
の
提
出
期
限

が
、
令
和
10
年
９
月
末
ま
で
、

２
年
６
カ
月
延
長
さ
れ
た
。

更
に
、
中
小
企
業
者
等
の

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得

価
額
の
損
金
算
入
の
特
例
に

つ
い
て
は
、３
年
延
長
さ
れ
、

対
象
と
な
る
事
業
者
の
従
業

員
数
の
要
件
を
現
行
の
５
０

０
人
以
下
か
ら
４
０
０
人
以

下
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
取
得
価
額
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
30
万
円

未
満
か
ら
40
万
円
未
満
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
中

小
企
業
経
営
強
化
税
制
や
中

小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促

進
税
制
に
つ
い
て
は
、
対
象

資
産
の
取
得
価
額
要
件
が
30

万
円
以
上
か
ら
40
万
円
以
上

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本
件
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
日
医
発
第
１
６
４
９

号
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正

に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
願
い

た
い
。

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
１

月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
30

回
常
任
理
事
会
で
、
昨
年
12

月
19
日
に
与
党
が
決
定
し
、

12
月
26
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正

大
綱
」
の
中
で
、
日
本
医
師

会
の
要
望
が
実
現
し
た
項
目

等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

日
本
医
師
会
は
昨
年
８
月

に
「
令
和
８
年
度
医
療
に
関

す
る
税
制
要
望
」
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
（
内
容
に
つ
い

て
は
本
紙
第
１
５
３
４
号
参

照
）
、
関
係
各
方
面
に
対
し
、

要
望
実
現
に
向
け
た
働
き
掛

け
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
制
度
の
存
続
と
し

て
、「
社
会
保
険
診
療
報
酬
に

係
る
事
業
税
非
課
税
措
置
」

「
医
療
法
人
の
社
会
保
険
診

療
報
酬
以
外
の
部
分
に
係
る

事
業
税
軽
減
措
置
」
及
び
「
社

会
保
険
診
療
報
酬
の
所
得
計

算
の
特
例
措
置
」
の
存
続
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）
期
限
の
到
来
す
る

制
度
の
延
長
と
し
て
、
認
定

医
療
法
人
制
度
に
係
る
税
制

措
置
の
適
用
期
限
が
令
和
11

年
12
月
末
ま
で
３
年
間
延
長

と
な
っ
た
他
、
地
域
医
療
構

想
実
現
に
向
け
た
税
制
措
置

（
認
定
を
受
け
た
再
編
計
画

に
基
づ
き
複
数
の
病
院
が
再

編
し
た
場
合
の
不
動
産
の
保

存
登
記
・
移
転
登
記
の
登
録

免
許
税
を
軽
減
す
る
他
、
不

動
産
取
得
税
を
２
分
の
１
に

軽
減
す
る
措
置
）
が
令
和
10

年
３
月
末
ま
で
２
年
間
延
長

さ
れ
た
。

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
連
し
、
医
師
会
が
自
治

体
の
健
診
事
業
等
を
受
託

し
、
会
員
に
再
委
託
す
る
場

合
に
、
免
税
事
業
者
の
会
員

か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
師

会
に
消
費
税
負
担
が
生
じ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
免

税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に

つ
い
て
、
仕
入
税
額
の
一
部

を
控
除
で
き
る
経
過
措
置
の

延
長
を
求
め
て
き
た
が
、
当

該
経
過
措
置
が
、
見
直
し
の

上
で
２
年
延
長
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

（
３
）
制
度
の
創
設
・
拡

充
等
と
し
て
、
重
点
医
師
偏

在
対
策
支
援
区
域
で
承
継
ま

た
は
開
業
す
る
診
療
所
へ
の

税
制
上
の
支
援
を
目
的
に
、
不

動
産
の
保
存
登
記
・
移
転
登

記
の
登
録
免
許
税
を
軽
減
す

る
他
、
不
動
産
取
得
税
の
２

分
の
１
を
軽
減
す
る
措
置
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

MAMISに関する問い合わせ先
　医師会会員情報システム
（MAMIS）に関する各種の
お問い合わせにつきまして
は下記をご活用願います。
医師会会員情報システム運営事務局�
（コールセンター）

inquiry@mamis.med.or.jp
0120-110-030

（�受付時間：平日10:00～ 18:00 �
※土・日・祝日・年末年始を除く平日）

MAMISログインはこちらから 

▲

mamis.med.or.jp/login



日 医 ニ ュ ー ス 第1544号（4）令和8年2月5日〔第3種郵便物認可〕

　医療機器や衛生材料等の滅菌ガスとして使用される酸化エチ
レン（エチレンオキシド）は発がん性が強いことでも知られてお
り、国際がん研究機関の発がん性分類においては、「ヒトに対
する発がん性がある」とされるグループ1に分類されています。
　そのため、環境省では事業者による自主的な排出抑制対策を
推進しており、日本医師会でも四病院団体協議会と共に、令和
5年2月16日に、病院等についての「酸化エチレン（エチレン
オキシド）の大気排出抑制に向けた取組について」を環境省に
提出した他、ホームページに特設サイトを設けるなど、排出抑
制に向けた取り組みを進めています。
　酸化エチレン滅菌装置を使用している医
療機関の方はぜひ、下記の取り組みへのご
協力をお願いします。

（1）�滅菌装置を買い換える時は、代替手法の装置を購入する。
（2）�（1）が難しい時は、酸化エチレン滅菌を外部委託する。
（3）�（1）、（2）が難しい際には、排ガス処理装置を設置する。
（4）�大病院は装置の買い換えを待たずに積極的に上記事項を

実施する。

問い合わせ先：�日本医師会健康医療第1課  03─3946─2121（代）

酸化エチレン滅菌ガスの
排出抑制にご協力を！！

日本医師会特設サイト

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
並
び
に
高
額
療
養
費

制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
が
昨
年
12
月
25
日
、

都
内
で
合
同
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
医
療
保
険
部
会
で

の
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
つ
い

て
整
理
し
た
案
の
最
終
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
修
正
を
座

長
一
任
と
す
る
こ
と
で
了
承

し
た
。

議論の整理
（全文）

出
席
し
た
城
守
国
斗
常
任

理
事
は
主
に
、
（
１
）
出
産

に
対
す
る
支
援
の
強
化
、

（
２
）
国
民
健
康
保
険
組
合

に
係
る
見
直
し
、
（
３
）
高

額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
、

（
４
）
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
含

む
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直
し

─
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
を
述
べ
た
。

（
１
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

自
由
診
療
と
出
産
育
児
一
時

金
で
対
応
し
て
き
た
出
産
に

つ
い
て
、
出
産
費
用
の
現
物

給
付
化
と
保
険
診
療
に
現
金

給
付
を
組
み
合
わ
せ
た
「
出

産
に
対
す
る
給
付
体
系
の
骨

格
の
在
り
方
」
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
「
妊
婦
が
安

心
し
て
出
産
で
き
る
『
出
産

の
無
償
化
』
を
目
的
に
設
計

さ
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
全

国
の
分ぶ

ん
べ
ん娩
施
設
が
従
来
ど
お

り
運
営
で
き
る
制
度
と
す
る

こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
」

と
強
調
。

更
に
、
制
度
変
更
後
も
運

営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
は
、「
現
物
給
付
」
と
「
妊

婦
へ
の
現
金
給
付
」
そ
れ
ぞ

れ
の
水
準
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
現
場
か
ら
非
常
に
多

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
・

 

高
額
療
養
費
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る

専
門
委
員
会
（
合
同
開
催
）

今
回
の
変
更
に
当
た
っ
て
は

国
か
ら
国
民
に
対
し
て
そ
の

内
容
を
し
っ
か
り
説
明
す
る

よ
う
求
め
た
。

（
４
）
で
は
、
令
和
９
年

３
月
実
施
を
目
指
し
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
に
つ
い
て
別
途
の

保
険
外
負
担（
特
別
の
料
金
）

を
求
め
る
新
た
な
仕
組
み
を

導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
長
期

収
載
品
の
選
定
療
養
の
負
担

割
合
が
２
分
の
１
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
両
制
度
に
ま
た
が
る
薬
剤

等
、
自
己
負
担
額
が
過
重
に

な
ら
な
い
よ
う
丁
寧
な
制
度

設
計
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
制
度
設

計
で
過
度
な
負
担
増
と
な
る

人
が
生
じ
な
い
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

く
の
不
安
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
「
制

度
変
更
に
よ
っ
て
地
域
の
周

産
期
体
制
に
ゆ
が
み
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し

て
出
産
で
き
な
く
な
る
状
況

が
起
こ
り
得
る
。
絶
対
に
そ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
制
度

設
計
を
お
願
い
し
た
い
」
と

要
望
し
た
。

ま
た
、今
後
に
つ
い
て
は
、

「
具
体
的
な
議
論
に
関
し
て
は

引
き
続
き
本
部
会
や
中
医
協

で
行
わ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、

そ
の
際
に
は
現
場
に
混
乱
が

生
じ
な
い
水
準
設
定
及
び
頻

回
な
影
響
検
証
と
適
切
な
対

応
を
求
め
た
い
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
新
た
な
制

度
が
妊
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
や
、
子
ど
も
を
産
み
た

い
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
る

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の
周

産
期
医
療
を
守
る
分
娩
施

設
、
特
に
一
次
施
設
が
分
娩

を
引
き
続
き
頑
張
ろ
う
と
思

え
る
よ
う
な
、
双
方
に
と
っ

て
安
心
・
安
全
な
分
娩
に
つ

な
が
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

制
度
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
し
た
。

（
２
）
で
は
、
厚
生
労
働

省
事
務
局
か
ら
唐
突
に
提
案

さ
れ
た
補
助
率
引
き
下
げ
に

関
し
て
、
改
め
て
反
対
す
る

意
向
を
示
す
と
と
も
に
、
万

が
一
実
施
さ
れ
た
場
合
に

は
、
引
き
下
げ
の
対
象
と
な

っ
た
組
合
の
実
態
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
検
証
す
る

こ
と
を
要
望
し
た
。

（
３
）
で
は
、
①
令
和
８

年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
、

一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
額

を
踏
ま
え
た
限
度
額
見
直
し

②
令
和
９
年
８
月
に
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
、
現
行
の

所
得
区
分
を
更
に
３
区
分
ず

つ
細
分
化
す
る
見
直
し
③
今

回
の
見
直
し
で
新
た
に
設
定

さ
れ
た
「
年
間
上
限
額
」

─
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
「
専
門
委
員
会
や
本
部

会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
事
務

局
及
び
政
府
に
お
い
て
検
討

を
重
ね
た
結
果
と
受
け
止
め

て
お
り
、
今
回
の
見
直
し
の

方
向
性
及
び
考
え
方
は
理
解

す
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

中
医
協
総
会
が
１
月
９
、

14
日
に
都
内
で
開
催
さ
れ
、

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
お
け
る
賃
金
上
昇
、
物
価

高
騰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
事
務
局
か
ら

は
昨
年
末
に
大
臣
折
衝
に
よ

っ
て
決
定
し
た
診
療
報
酬
の

改
定
率
を
踏
ま
え
、
以
下
の

よ
う
な
案
が
提
示
さ
れ
、
そ

の
方
向
性
が
了
承
さ
れ
た
。

《
賃
金
上
昇
》

●

外
来
・
在
宅
や
訪
問
看
護

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）

と
同
様
、
目
標
と
す
る
賃
上

げ
に
必
要
な
金
額
の
中
央
値

に
基
づ
い
て
、
（
Ⅰ
）
を
設

定
し
、
そ
れ
よ
り
も
相
当
多

く
の
財
源
を
要
す
る
事
業
所

を
対
象
に
（
Ⅱ
）
を
設
定
す

る
。ま

た
、
そ
の
際
に
は
現
行

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

算
定
医
療
機
関
割
合
が
４
割

程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
令
和
７
年
度
の
届
出
の

有
無
に
よ
り
評
価
を
分
け

る
。

●

入
院
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
構
造
と
同
様
、
医
療
機
関

ご
と
に
賃
上
げ
に
必
要
な
金

額
を
算
出
し
、
外
来
・
在
宅

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
で
得

ら
れ
る
金
額
を
控
除
し
た
上

で
、
延
べ
入
院
患
者
数
で
除

し
た
も
の
を
、
入
院
１
日
当

た
り
の
評
価
と
す
る
。

そ
の
際
、
令
和
６
年
度
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
及
び

令
和
８
年
度
改
定
で
の
賃
上

げ
余
力
の
回
復
・
確
保
分
に

つ
い
て
は
、
入
院
料
ご
と
の

平
均
的
な
水
準
を
入
院
基
本

料
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
、

令
和
６
～
７
年
度
に
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
を
届
け
出
て

い
な
か
っ
た
保
険
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
減
算
等
の
対
応

を
す
る
。

事
務
職
員
、
40
歳
未
満
の

勤
務
医
師
に
つ
い
て
は
、
賃

上
げ
の
た
め
の
評
価
が
適
切

に
賃
上
げ
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
現
在
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
の
対
象
職
種
に
新
た

に
含
め
た
形
で
、
医
療
機
関

ご
と
に
賃
上
げ
に
必
要
な
金

額
を
算
出
し
て
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
を
届
け
出
る
と
と

も
に
、
全
体
と
し
て
算
定
総

額
が
賃
上
げ
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
必
須
と
す
る
。

そ
の
際
、
40
歳
未
満
の
勤

務
医
師
の
賃
上
げ
に
必
要
な

金
額
の
算
出
に
当
た
っ
て

は
、
40
歳
未
満
の
常
勤
の
医

師
の
人
数
に
一
定
額
を
乗
じ

る
こ
と
と
す
る
。

●

名
称
に
つ
い
て
は
、
医
療

従
事
者
の
人
材
確
保
や
処
遇

改
善
の
た
め
に
必
要
な
費
用

で
あ
る
趣
旨
が
分
か
り
や
す

く
表
現
さ
れ
る
よ
う
、
看
護

職
員
処
遇
改
善
評
価
料
、
現

在
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

及
び
令
和
８
年
度
以
降
の
評

価
の
名
称
を
統
合
す
る
こ
と

も
含
め
、
名
称
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
。

《
賃
上
げ
に
向
け
た
簡
素

化
》そ

の
他
、
幅
広
い
医
療
機

関
の
賃
上
げ
に
向
け
た
簡
素

化
等
と
し
て
、
以
下
の
作
業

負
担
の
軽
減
策
が
示
さ
れ

た
。

●

届
出
に
必
要
な
事
項
を
厳

選
し
て
簡
素
化
を
図
る
と
と

も
に
、
賃
金
改
善
計
画
書
を

廃
止
し
た
上
で
、
実
績
の
把

握
を
結
果
の
検
証
や
翌
年
度

に
向
け
た
検
討
に
生
か
す
た

め
、
算
定
年
の
８
月
頃
に
賃

上
げ
状
況
の
中
間
報
告
、
算

定
終
了
後
の
８
月
頃
に
算
定

額
と
賃
上
げ
額
に
関
す
る
実

績
報
告
の
提
出
を
求
め
る
よ

う
に
す
る
。

●

現
在
、
算
定
区
分
の
再
計

算
を
３
カ
月
に
１
回
求
め
て

い
る
が
、
再
計
算
は
従
事
者

数
や
診
療
回
数
・
日
数
に
大

き
な
変
動
が
あ
っ
た
時
の
み

任
意
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

●

同
一
法
人
が
複
数
の
病

院
・
有
床
診
療
所
・
薬
局
を

有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

中
医
協
総
会
（
１
月
９
、
14
日
）

を
通
算
し
て
給
与
総
額
や
賃

上
げ
総
額
を
算
出
し
た
上

で
、
事
業
所
ご
と
の
報
酬
総

額
等
の
指
標
で
按あ

ん
ぶ
ん分

す
る
こ

と
を
認
め
る
。

《
物
価
高
騰
》

●

外
来
診
療
に
対
す
る
物
価

上
昇
へ
の
対
応
方
法
と
し

て
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
以
降
の
、
経
営
環
境
の

悪
化
へ
の
対
応
分
に
つ
い
て

は
、
初
・
再
診
料
な
ど
（
訪

問
診
療
料
、
初
・
再
診
料
の

評
価
が
包
括
さ
れ
る
診
療
報

酬
項
目
も
含
む
）
の
増
額
と

し
て
対
応
し
、
令
和
８
年
度

以
降
の
物
価
上
昇
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
の
大

臣
折
衝
事
項
で
「
診
療
報
酬

に
特
別
な
項
目
を
設
定
す

る
」
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

点
を
踏
ま
え
、
初
・
再
診
時

な
ど
に
算
定
可
能
な
「
物
価

上
昇
に
関
す
る
評
価
」
を
新

設
す
る
（
令
和
８
、
９
年
度

で
段
階
的
に
対
応
し
、
評
価

は
令
和
９
年
度
は
令
和
８
年

度
の
２
倍
と
す
る
こ
と
を
想

定
）
。

●

入
院
診
療
に
対
す
る
物
価

上
昇
分
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
令
和
元
年
の
消
費
税
補ほ

填て
ん

に
お
け
る
対
応
も
参
考
と

し
つ
つ
、
特
定
機
能
病
院
、

急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
、

精
神
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
入
院

料
の
物
件
費
率
等
を
基
に
、

入
院
料
ご
と
の
一
人
１
日
の

入
院
診
療
報
酬
に
占
め
る
物

件
費
を
算
出
し
て
、
入
院
料

に
上
乗
せ
す
る
評
価
を
設
定

す
る
。

●

高
度
機
能
医
療
を
担
う
病

院
（
大
学
病
院
を
含
む
）
へ

の
特
例
的
な
対
応
分
に
つ
い

て
は
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

そ
う
し
た
機
能
を
担
う
病
院

へ
の
評
価
に
上
乗
せ
す
る
。

●

入
院
診
療
に
対
す
る
令
和

６
年
度
改
定
以
降
の
経
営
状

況
の
悪
化
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
補

正
予
算
に
よ
る
支
援
の
考
え

方
を
踏
ま
え
、
回
復
期
、
慢

性
期
、
精
神
に
つ
い
て
は
１

日
当
た
り
定
額
を
配
分
し
、

急
性
期
に
つ
い
て
は
財
源
を

一
体
化
し
た
上
で
、
特
定
機

能
病
院
、
急
性
期
病
院
、
そ

の
他
の
急
性
期
の
３
類
型
へ

の
配
分
額
を
算
出
し
評
価
す

る
。

各
医
療
機
関
が
理
解
し
や

す
い
内
容
に 

　
　   

─
江
澤
常
任
理
事

こ
れ
ら
の
提
案
に
つ
い

て
、
江
澤
和
彦
常
任
理
事
は

厚
労
省
が
示
し
た
方
向
性
は

大
臣
折
衝
事
項
を
反
映
し
た

も
の
だ
と
し
て
「
異
論
は
無

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

各
医
療
機
関
が
で
き
る
だ
け

理
解
し
や
す
い
内
容
と
す
る

よ
う
要
望
。
ま
た
、
手
続
き

の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
「
特

に
外
来
・
在
宅
ベ
ア
評
価
料

（
Ⅱ
）
で
求
め
ら
れ
る
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

審
議
会
報
告

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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令
和
７
年
度
全
国
医
師
会

勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

各
都
道
府
県
医
師
会
が
持

ち
回
り
で
担
当
と
な
り
、
毎

年
、
同
協
議
会
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
約
４
０
０
名
の
勤

務
医
が
集
い
ま
す
。
そ
の

折
々
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
て
お
り
、
本
年
度
で
45

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
岩
手
県

医
師
会
の
担
当
で
「
勤
務
医

が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

場
を
作
る
〜
混
沌
を
成
長
の

機
会
に
〜
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
11
月

８
日
（
土
）
に
盛
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
勤
務
医
に
限
ら

ず
、
開
業
医
の
先
生
方
を
含

め
た
多
く
の
医
師
の
皆
様
が

参
加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
の
問
題
や
、
人

口
減
少
地
域
、
人
口
減
少
時

代
で
の
勤
務
医
の
あ
り
方
や

活
躍
に
つ
い
て
、
大
変
興
味

深
い
話
題
が
満
載
で
し
た
。

特
別
講
演
の
「
南
部
美
人

の
挑
戦
─
岩
手
か
ら
世
界
へ

─
」
は
、
岩
手

の
日
本
酒
や
南
部

美
人
の
魅
力
、
日

本
酒
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
認
識
が
深
ま
る
内

容
で
、
楽
し
く
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、
盛
岡
の
街
は
紅
葉

が
見
頃
で
、
非
常
に
奇
麗
な

情
景
を
歴
史
あ
る
建
物
と
共

に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

１
年
に
一
度
、
全
国
か
ら

皆
が
集
い
、
地
域
の
魅
力
を

堪
能
し
な
が
ら
、
医
療
界
の

未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ

と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
全

国
の
医
師
が
集
い
、
語
ら
い
、

共
に
よ
り
良
き
未
来
に
向
か

っ
て
い
け
る
よ
う
な
機
会

を
、
日
本
医
師
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
の
中
で
実
現
で
き

た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

�

（
山
。
）

令
和
７
年
度
全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会

連
絡
協
議
会
に
参
加
し
て

に
よ
り
対
面
で
の
開
催
が
延

期
さ
れ
、
９
月
17
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
理
事
会
と
総

会
の
一
部
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
は
、
16
加
盟
医
師
会

中
11
医
師
会
か
ら
約
30
名

で
、
日
本
医
師
会
か
ら
は

田
徹
副
会
長
〔
松
本
吉
郎
会

長
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
理
事
）
代

理
〕
、
濵
口
欣
也
常
任
理
事

（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
事
務
総
長
）

が
出
席
し
た
。

理
事
会
で
は
、
役
員
選
挙

で
、
議
長
に
イ
エ
・
ウ
ェ
イ
・

チ
ョ
ン 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
医

師
会
理
事
、
副
議
長
に
カ

ー
・
チ
ャ
イ
・
コ
ー 

マ
レ

ー
シ
ア
医
師
会
元
会
長
、
財

務
担
当
役
員
に
イ
ー
・
シ

ン
・
チ
ャ
ン
香
港
医
師
会
理

事
が
再
選
さ
れ
た
。
ま
た
、

事
務
総
長
に
濵
口
常
任
理
事

が
、
法
律
顧
問
に
村
田
真
一

参
与
が
再
任
さ
れ
た
。

濵
口
常
任
理
事
か
ら
は
昨

年
の
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
総
会
以
降

の
活
動
を
報
告
し
た
他
、
財

務
担
当
報
告
な
ど
も
行
わ
れ

た
。総

会
で
は
、
ア
ニ
ル
・
ビ

ク
ラ
ム
・
カ
ル
キ 

ネ
パ
ー

ル
医
師
会
長
が
第
42
代
Ｃ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ｏ
会
長
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
医
師

会
と
の
調
整
の
結
果
、
12
月

12
、
13
の
両
日
、
総
会
の
続

き
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て

現
地
並
び
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

さ
れ
、
12
医
師
会
か
ら
約
30

名
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
濵

口
常
任
理
事
が
出
席
し
た

（
写
真
）。

総
会
式
典
で
は
、
ス
ダ
・

シ
ャ
ル
マ
・
ガ
ウ
タ
ム 

ネ

パ
ー
ル
保
健
人
口
省
大
臣
が

来
賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
９
月
に
退
任
し
た

マ
リ
ア
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・

Ｐ
・
カ
リ
マ
グ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ

前
会
長
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
師

会
）
が
退
任
あ
い
さ
つ
を
、

カ
ル
キ
会
長
が
就
任
あ
い
さ

つ
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。
第

22
回
武
見
太
郎
記
念
講
演
で

は
、
ケ
ン
ザ
・
ベ
ナ
ニ
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
ネ
パ

ー
ル
事
務
所
担
当
官
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
災

害
へ
の
備
え
、
対
応
、
管
理
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
各
医
師
会

が
発
表
を
行
い
、
濵
口
常
任

理
事
は
「
震
災
に
対
す
る
日

本
医
師
会
の
対
応
」
と
し
て
、

日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー

ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
活
動
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

総
会
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
医

師
会
の
希
望
に
よ
り
、
災
害

へ
の
備
え
、
対
応
、
管
理
に

関
す
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
カ
ト
マ

ン
ズ
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

アジア大洋州医師会連合（CMAAO）カトマンズ総会
濵口常任理事が
                JMATの活動について講演

北里柴三郎先生を主人公とした
              NHK 大河ドラマ実現に向けた署名にご協力を!!

　破傷風やペスト、結核など多くの命を脅かす伝染病に
立ち向かい、医学の発展に大きな足跡を残した北里柴三
郎先生。私達の健康や暮らしの土台を築いた北里先生は
今では「近代日本医学の父」とも呼ばれています。
　その生涯は、病気と闘うだけではなく、仲間との絆や
困難との闘い、そして未来を信じて突き進む情熱にあふれたドラマチックな物
語が詰まっているにもかかわらず、十分に伝わっていません。
　そのため、北里先生をNHKの大河ドラマの主人公として取り上げてもらお
うと50万人の署名を集めるプロジェクトが、ひ孫であられる北里英郎北里柴
三郎記念館名誉館長を中心に開始されました。
　日本医師会では北里先生が初代会長でもあることから、その趣旨に賛同し、
本プロジェクトに協力しています。ぜひ、会員の先生方におかれましても、下
記の二次元コードから署名にご協力願います。

問い合わせ先：�北里柴三郎大河ドラマ誘致�
実行委員会事務局（小国町役場産業課内）�
 0967─46─2113 署名はこちらから

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

税
優
遇
適
用
に
当
た
り

確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く！

国
民
年
金
基
金
制
度
で

は
、
掛
金
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
る
他
、

年
金
の
給
付
に
は
、
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
、
更

に
、
遺
族
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
全
額
が
非
課
税
の
取
り

扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
制
上
の
優
遇

措
置
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
加
入
員
の
方
に
つ
い

て
は
、
確
定
申
告
の
際
に
昨

年
、
当
基
金
よ
り
送
付
し
た

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
基
金
の
年
金
を
受

給
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
先

月
送
付
し
た
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
ご
確
認
の
上
、
必
要
な
手

続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し

ま
す
。

万
一
、
こ
れ
ら
を
紛
失
し

再
交
付
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
再
交
付
申
請
書
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
か
ら
も
入
手
で
き

る
他
、
再
交
付
の
手
続
き
も

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民

年
金
に
上
乗
せ
を
行
う
「
公

的
な
年
金
制
度
」
と
し
て
、

「
税
優
遇
を
活
か
し
て
老
後

に
備
え
る
」
制
度
で
す
。

未
加
入
の
方
は
、
こ
の
機

会
に
、
国
民
年
金
基
金
へ
の

ご
加
入
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

２
０
２
５
年
度
ア
ジ
ア
大

洋
州
医
師
会
連
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ

Ａ
Ｏ
）
総
会
は
、
昨
年
９
月

に
カ
ト
マ
ン
ズ
（
ネ
パ
ー
ル
）

で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、

ネ
パ
ー
ル
国
内
の
情
勢
不
安

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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神
奈
川
県
医
師
会

 

広
報
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み

─
組
織
強
化
と
社
会
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
て
─

神
奈
川
県
医
師
会
理
事
／
日
本
医
師
会
広
報
委
員
　

磯
崎
哲
男

こ
の
た
び
、
日
本
医
師
会

「
素
敵
な
広
報
大
賞
」
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

日
本
医
師
会
「
素
敵
な
広
報
」

事
業
は
各
都
道
府
県
医
師
会

や
郡
市
区
等
医
師
会
に
お
け

る
広
報
活
動
を
募
り
、
好
事

例
の
横
展
開
に
よ
っ
て
広
報

の
質
向
上
を
目
指
す
取
り
組

み
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の

受
賞
と
な
り
、
昨
年
10
月
30

日
に
黒
瀨
巌
常
任
理
事
か
ら

直
々
に
賞
状
と
目
録
を
手
交

頂
き
ま
し
た
（
写
真
）。

大
変
光
栄
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
神

奈
川
県
医
師
会
広
報
の
道
の

り
は
、
と
て
も
厳
し
く
、
悩

み
苦
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

神
奈
川
県
医
師
会
で
は
、

医
師
会
の
認
知
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
や
情
報
発
信
の
多

様
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
５
年
度
よ
り

「
広
報
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以

下
、
Ｐ
Ｔ
）
」
を
立
ち
上
げ
、

医
師
会
の
組
織
力
強
化
と
広

報
体
制
の
再
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

社
会
構
造
の
変
化
や
情
報

発
信
の
多
様
化
が
進
む
中

で
、
県
民
に
対
す
る
医
師
会

の
存
在
意
義
を
よ
り
的
確
に

伝
え
、
信
頼
を
深
め
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
の
認
識

が
、
こ
の
取
り
組
み
の
出
発

点
と
な
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

こ
れ
ま
で
当
会
に
お
い
て

も
、
会
員
向
け
の
広
報
媒
体

を
始
め
と
し
た
取
り
組
み

や
、
行
政
（
神
奈
川
県
）
と

連
携
し
、
共
同
会
見
の
実
施

な
ど
県
民
へ
の
緊
急
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
発
信
を
行
い
、
地
域

医
療
の
確
保
に
向
け
て
、
最

大
限
の
取
り
組
み
を
し
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
船
内
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
集
団
感
染
の
水

際
対
応
や
、
そ
の
後
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
「
神
奈
川
モ

デ
ル
」
の
確
立
な
ど
、
県
内

に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
日

本
全
体
の
医
療
提
供
体
制
等

の
モ
デ
ル
・
指
針
と

も
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
過
の

後
に
参
加
し
た
、
令

和
５
年
度
都
道
府
県

医
師
会
広
報
担
当
理

事
連
絡
協
議
会
（
令

和
５
年
４
月
13
日
開

催
、
本
紙
第
１
４
８

１
号
参
照
）
で
紹
介

さ
れ
た
大
阪
府
・
広

島
県
両
医
師
会
の
広

報
活
動
を
知
り
、
当

会
の
活
動
と
の
差
を

感
じ
、
同
時
に
焦
り

を
覚
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

両
医
師
会
で
は
、

広
報
を
情
報
発
信
に

と
ど
め
ず
、
広
報
活

動
を
「
意
見
交
換
の
場
」
と

捉
え
た
り
、
官
・
学
・
民
一

体
の
広
報
体
制
を
目
指
す
戦

略
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
当

会
に
は
無
い
、
と
て
も
先
進

的
な
も
の
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
医
療
提

供
体
制
へ
の
関
心
が
高
ま
る

一
方
、
医
師
会
の
役
割
や
活

動
内
容
が
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
県
民
に
対
す
る
医
師
会

の
存
在
意
義
を
よ
り
的
確
に

伝
え
、
信
頼
を
深
め
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
の
認
識
を

も
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
会
で
は
、「
広
報
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
を
立

ち
上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
医
師
会
と
し
て

何
を
伝
え
る
の
か
」
「
ど
の

よ
う
な
価
値
を
社
会
に
提
供

す
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的

な
問
い
に
立
ち
返
り
、
議
論

を
重
ね
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

令
和
６
年
３
月
に
は
全
体
の

考
え
方
を
統
一
す
る
「
マ
ス

タ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
」
（
右
掲

参
照
）
を
策
定
し
、
医
師
会

の
理
念
と
社
会
的
責
任
を
分

か
り
や
す
く
表
現
す
る
新
た

な
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基

に
、
広
報
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
県
民
向
け
に

公
開
講
座
を
中
心
に
多
様
な

広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

電
車
広
告
の
掲
出
、
新
聞

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
取
材
、
町

内
会
や
県
行
政
機
関
で
の
フ

ラ
イ
ヤ
ー
配
布
な
ど
、
従
来

に
な
い
幅
広
い
媒
体
を
活
用

し
た
り
、
子
ど
も
と
保
護
者

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
つ

な
が
る
健
康
教
育
イ
ベ
ン
ト

（
認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
）
を
実

施
し
た
り
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
必
ず
し
も
多

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

子
ど
も
達
が
医
療
体
験
を
通

し
て
医
師
の
仕
事
に
興
味
を

も
ち
、
聴
診
器
を
手
に
笑
顔

を
見
せ
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。こ

の
経
験
は
、
「
次
世
代

へ
の
働
き
掛
け
」
と
い
う
医

師
会
の
新
た
な
方
向
性
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
広

報
方
針
を
決
定
付
け
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
医
師
や
医
学

生
に
向
け
て
は
、
役
員
が
出

演
す
る
短
編
動
画
を
制
作

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
に
よ
り
、
「
親
し

み
や
す
く
、
身
近
に
感
じ
る

医
師
会
」
と
し
て
の
印
象
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重

ね
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
３
月

に
は
「
マ
ス
タ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
」の
商
標
登
録
が
実
現
し
、

他
団
体
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

「
神
奈
川
県
医
師
会
の
広
報

が
変
わ
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

今
後
の
展
望

こ
れ
ま
で
の
苦
し
み
も
が

い
た
、
当
会
の
取
り
組
み
過

程
を
赤
裸
々
に
紹
介
し
た
こ

と
を
理
由
に
評
価
さ
れ
、
記

念
す
べ
き
第
１
回
目
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ゴ

ー
ル
に
到
達
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
組
織
強
化
と
の
連
動
を

重
視
し
て
進
め
ら
れ
、
会
員

数
を
増
や
し
政
策
的
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
る
「
組
織
率
向

上
」
や
、
会
員
同
士
の
連
携

を
深
め
地
域
医
療
に
貢
献
す

る
「
組
織
力
強
化
」
の
両
面

と
も
、
今
後
の
広
報
活
動
と

深
く
関
わ
り
、
会
員
の
誇
り

と
帰
属
意
識
を
高
め
つ
つ
、

県
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
じ
め
な
公
益
団
体
が
広

報
に
挑
む
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
師

会
が
社
会
と
向
き
合
い
、
柔

軟
に
工
夫
を
重
ね
て
い
く
姿

勢
こ
そ
が
、
次
代
の
信
頼
を

築
く
力
と
な
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
神
奈
川
県
医

師
会
は
、
医
療
の
専
門
性
と

公
益
性
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
県
民
に
寄
り
添
う
広
報

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
人
を
集
め
る
こ
と
は
難
し

いな
ら
ば

人
が
既
に
集
ま
る
と
こ
ろ
で

活
動
し
よ
う

②
人
の
興
味
を
引
く
こ
と
は

難
し
い

な
ら
ば

既
に
流
行
っ
て
い
る
も
の
に

あ
や
か
ろ
う

③
ま
じ
め
な
団
体
が
広
報
す

る
の
は
難
し
い

な
ら
ば

小
さ
な
悪
を
ち
り
ば
め
て
み

よ
う

そ
し
て
プ
ロ
（
マ
ス
コ
ミ
）

の
力
を
使
お
う

マスターコンセプト
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昨
年
古
希
を
迎
え
、
体
力

の
衰
え
を
感
じ
る
こ
と
が
増

え
て
き
て
い
る
。
以
前
で
き

て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
の
は
つ
ら
い
も
の
で
、
病

気
は
他
人
が
な
る
も
の
、
こ

ち
ら
は
治
す
方
だ
と
こ
れ
ま

で
思
っ
て
き
た
が
、
徐
々
に

逆
転
し
つ
つ
あ
る
。

最
近
は
下
肢
筋
力
が
衰

え
、
走
る
こ
と
が
つ
ら
く
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
手
を

引
い
て
あ
げ
て
い
た
孫
の
後

塵
を
拝
す
よ
う
に
な
り
、
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
は
、

危
う
く
点
滅
に
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
辛

う
じ
て
病
院
の
階
段
は
自
分

の
足
で
上
っ
て
い
る
が
、
駅

の
階
段
は
人
と
ぶ
つ
か
っ
て

転
ん
で
は
元
も
子
も
な
い
の

で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
頼

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
昨
年

の
同
窓
会
で
は
、
転
ん
で
慢

性
硬
膜
下
血
腫
手
術
を
受
け

た
同
級
生
が
何
人
も
い
て
、

自
転
車
通
勤
は
や
め
る
こ
と

に
し
た
。

コ
ロ
ナ
蔓ま

ん
え
ん延

の
頃
か
ら
、

大
き
な
声
で
話
す
こ
と
も
な

く
な
っ
た
た
め
か
、
飲
食
で

む
せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
何
と
か
せ
ね
ば
入
院
す

る
羽
目
に
な
る
と
感
じ
、
の

ど
を
鍛
え
る
こ
と
に
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
で
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
し
て

い
た
の
で
、
歌
唱
に
は
多
少

自
信
が
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
イ

ド
を
脱
ぎ
捨
て
て
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
通
う
こ
と
に

し
た
。

初
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
渡
さ
れ
、
ボ
イ
ト
レ
の
目

的
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
１.

プ
ロ
の
歌
手
に
な

り
た
い
、
２.

カ
ラ
オ
ケ
が

上
手
に
な
り
た
い
、
３.

人

前
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
…
…
な
ど
の
項
目
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。
最
後
ま
で
見

た
が
、
誤
燕
防
止
と
い
う
項

目
は
無
い
。
仕
方
な
く
、
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
書
い
た
が
、

そ
れ
を
見
た
担
当
講
師
か
ら

は
、
「
こ
の
よ
う
な
目
的
の

方
は
初
め
て
で
す
」
と
言
わ

れ
た
。

そ
の
後
３
年
間
、
月
に
２

回
ボ
イ
ト
レ
に
通
っ
て
い

る
。
さ
す
が
に
若
い
頃
の
高

音
は
出
な
い
が
、
結
構
高
い

声
も
出
る
よ
う
に
な
り
、
何

よ
り
む
せ
る
こ
と
も
な
く
な

っ
て
き
た
。
お
年
寄
り
の
カ

ラ
オ
ケ
の
会
は
馬
鹿
に
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

今
一
番
の
課
題
は
、
思
っ

た
言
葉
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な

い
こ
と
で
、
家
内
と
は
ア
レ
、

ソ
レ
の
会
話
に
な
っ
て
い

る
。
認
知
機
能
の
向
上
に
は

楽
器
演
奏
が
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
ギ
タ
ー
は

毎
日
弾
い
て
い
る
が
、
若
い

頃
に
覚
え
た
曲
ば
か
り
で
役

に
立
ち
そ
う
に
な
い
。
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思

い
、
引
退
し
た
ら
ピ
ア
ノ
で

も
習
お
う
か
と
考
え
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

私
の
休
憩
室
は
小
高
い
丘

に
建
つ
共
同
住
宅
の
７
階
、

北
東
の
角
に
あ
り
ま
す
。
空

い
た
時
間
が
あ
る
と
、
そ
の

部
屋
の
東
向
き
の
窓
際
に
椅

子
を
置
き
、
腰
掛
け
ま
す
。

本
を
数
冊
、
老
眼
鏡
、
双
眼

鏡
、
カ
メ
ラ
、
そ
し
て
ビ
ー

ル
を
脇
に
置
け
ば
準
備
完

了
。
本
を
読
ん
だ
り
、
ボ
ー

っ
と
景
色
を
眺
め
た
り
し
て

過
ご
す
、
幸
せ
な
ひ
と
時
の

始
ま
り
で
す
。

窓
の
外
、
眼
下
に
は
西
大

津
の
家
々
の
屋
根
が
広
が

り
、
そ
の
間
を
京
阪
電
車
や

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
列
車
が
行
き

交
う
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
る
で
ジ
オ
ラ
マ
の
よ

う
で
す
。
少
し
視
線
を
上
げ

れ
ば
雄
大
な
琵
琶
湖
が
水
を

た
た
え
、
遊
覧
船
や
ヨ
ッ
ト

が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
対
岸

に
は
三
上
山
を
始
め
湖
東
の

山
々
の
姿
が
あ
り
、
そ
の
奥

に
は
鈴
鹿
山
脈
が
連
な
り
、

晴
れ
た
日
に
は
遠
く
伊
吹
山

も
望
め
ま
す
。
い
つ
も
の
風

景
で
す
が
、
い
つ
も
違
っ
て

見
え
ま
す
。
時
に
双
眼
鏡
を

の
ぞ
き
、
気
に
入
れ
ば
写
真

に
残
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

40
歳
に
な
る
頃
、
自
分
は

何
も
知
ら
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
分
野
に
こ
だ
わ
ら

ず
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
本
を

手
に
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
受
験
生
、
医
学
生
、
医

師
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
う

ち
に
、
実
務
と
は
関
係
が
薄

い
知
見
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

い
た
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
各
々

の
分
野
で
探
求
し
た
こ
と
が

文
章
と
な
り
、
時
間
と
空
間

を
超
え
て
語
り
掛
け
ま
す
。

人
間
の
探
求
心
に
は
限
り
が

な
い
と
感
じ
ま
す
。

合
間
に
ふ
と
外
に
目
を
や

る
と
、
私
の
思
惑
な
ど
お
構

い
な
し
に
鳥
が
飛
び
交
い
、

歌
っ
て
い
ま
す
。
空
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
雲
が
浮
か

び
、
月
や
星
や
太
陽
が
光
っ

て
い
ま
す
。
わ
が
身
の
存
在

の
小
さ
さ
を
感
じ
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
子
ど
も
の
頃

は
、
無
邪
気
な
好
奇
心
か
ら

本
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

幸
い
身
近
に
図
鑑
や
百
科
事

典
が
あ
り
ま
し
た
し
、
学
研

の
『
科
学
と
学
習
』
が
届
く

の
も
毎
回
楽
し
み
で
し
た
。

ル
パ
ン
や
ホ
ー
ム
ズ
な
ど
の

推
理
小
説
も
そ
の
展
開
を
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
読
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
暇

が
あ
る
と
い
つ
ま
で
も
窓
の

外
の
様
子
を
眺
め
る
の
が
癖

で
し
た
。
通
り
の
人
や
車
、

雨
の
日
の
水
た
ま
り
の
波
紋

や
川
の
流
れ
、
雲
や
星
な
ど

飽
き
ず
に
観
察
し
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

年
を
経
る
に
つ
れ
純
粋
な

知
識
欲
が
薄
れ
て
い
ま
し

た
。
還
暦
を
超
え
、
少
し
は

成
長
し
た
と
思
い
た
い
の
で

す
が
、
変
わ
ら
な
い
変
え
ら

れ
な
い
面
も
多
々
あ
る
よ
う

で
、
空
い
た
時
間
は
結
局
子

ど
も
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
過

ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

な
の
に
、
脳
の
劣
化
は
と
う

に
始
ま
っ
て
い
て
、
い
つ
ま

で
新
し
い
こ
と
が
記
憶
に
残

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
も

う
少
し
こ
の
眺
め
の
良
い
部

屋
で
幸
せ
に
過
ご
せ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の
家
族
、
ハ
リ
ネ

ズ
ミ
の
コ
コ
ち
ゃ
ん
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思

い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
夏
。

世
界
が
マ
ス
ク
と
消
毒
液
に

包
ま
れ
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍

に
、
わ
が
家
に
突
如
、
コ
コ

ち
ゃ
ん
が
現
れ
ま
し
た
。
外

出
も
で
き
ず
、
友
達
と
も
遊

べ
な
い
日
々
の
中
、
「
動
物

と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
え
る
チ

ャ
ン
ス
か
も
？
」
と
い
う
、

今
思
え
ば
ち
ょ
っ
と
甘
い
考

え
で
、
わ
が
家
は
ペ
ッ
ト
飼

育
未
経
験
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
き
な
り
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

を
迎
え
る
と
い
う
無
謀
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
踏
み
出
し
ま
し

た
。
夫
は
最
初
、「
え
、
針
？　

ム
リ
ム
リ
」
と
完
全
に
腰
が

引
け
て
い
た
も
の
の
、
息
子

の
「
飼
い
た
い
！

」
と
い
う

熱
意
と
、
妻
（
私
）
の
「
子

ど
も
の
頃
、
ハ
ム
ス
タ
ー
と

犬
は
飼
っ
て
た
し
！

」
と
い

う
謎
の
自
信
に
押
さ
れ
、
つ

い
に
わ
が
家
に
や
っ
て
き
た

の
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
１
年
前
の

神
戸
旅
行
。
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
っ
た
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
カ
フ
ェ

で
、
手
の
ひ
ら
や
膝
に
乗
っ

て
く
る
人
懐
っ
こ
い
ハ
リ
ネ

ズ
ミ
達
に
家
族
全
員
が
メ
ロ

メ
ロ
に
。
「
え
、
こ
れ
な
ら

う
ち
で
も
飼
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
と
い
う
、
今
思
え
ば

完
全
な
る
勘
違
い
か
ら
、
ネ

ッ
ト
で
飼
育
方
法
を
調
べ
、

ケ
ー
ジ
や
寝
床
、
ト
イ
レ
砂
、

運
動
用
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
イ
ー

ル
（
歯
車
）
、
フ
ー
ド
を
そ

ろ
え
、
わ
が
家
に
コ
コ
ち
ゃ

ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
渡
さ
れ
た
コ
コ
ち
ゃ

ん
は
、
全
身
針
を
立
て
て
完

全
防
御
モ
ー
ド
。
ま
る
で
イ

ガ
グ
リ
で
、
顔
な
ん
て
見
え

や
し
な
い
。
ケ
ー
ジ
に
移
す

た
め
に
、
グ
ロ
ー
ブ
で
触
ろ

う
と
す
れ
ば
「
シ
ュ
ー
シ
ュ

ー
！

」
と
威
嚇
音
。
触
れ
合

い
ど
こ
ろ
か
、
観
察
す
ら
困

難
で
し
た
。
し
か
も
夜
行
性

な
の
で
、
昼
間
は
ず
っ
と
寝

て
い
て
、
家
族
が
寝
静
ま
っ

た
夜
中
に
だ
け
、
歯
車
で
爆

走
し
、
朝
に
は
ケ
ー
ジ
が
う

ん
こ
ま
み
れ
。
本
人
は
寝
床

で
爆
睡
。
イ
ガ
グ
リ
状
態
の

コ
コ
ち
ゃ
ん
を
遠
目
か
ら
観

察
す
る
日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
達
は
諦
め

ず
、
「
コ
コ
ち
ゃ
～
ん
」
と

声
を
掛
け
続
け
、
少
し
ず
つ

餌
の
匂
い
に
つ
ら
れ
て
姿
を

見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
爪
切
り
、
体
洗
い
、
グ

ロ
ー
ブ
越
し
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
、
子
ど
も
も
親
も
、
悪
戦

苦
闘
の
末
、
よ
う
や
く
「
わ

が
家
の
ペ
ッ
ト
」
に
な
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
も
っ
と
仲
良
く

な
り
た
い
！

と
欲
を
出
し
た

母
（
私
）
が
、
チ
ュ
ー
ル
タ

イ
プ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
お
や

つ
を
買
っ
て
き
て
与
え
る

と
、
コ
コ
ち
ゃ
ん
は
大
喜
び
。

調
子
に
乗
っ
て
毎
日
あ
げ
て

い
た
ら
、
主
食
を
拒
否
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
マ

マ
の
せ
い
で
コ
コ
ち
ゃ
ん
が

ご
は
ん
を
食
べ
な
く
な
っ

た
！

」
と
子
ど
も
達
に
怒
ら

れ
、
反
省
す
る
母
。

コ
コ
ち
ゃ
ん
の
断
食
ス
ト

ラ
イ
キ
が
３
日
程
経
っ
た

時
、
さ
す
が
に
私
も
心
配
に

な
り
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
ミ
ル

ワ
ー
ム
を
食
べ
さ
せ
て
み
て

下
さ
い
」
と
一
言
。
結
局
、

ミ
ル
ワ
ー
ム
（
う
ね
う
ね
の

ハ
エ
の
幼
虫
）
を
買
う
羽
目

に
。
ミ
ル
ワ
ー
ム
は
冷
蔵
保

存
が
必
須
。
で
も
食
品
冷
蔵

庫
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
た

め
、
仕
方
な
く
、
ミ
ル
ワ
ー

ム
専
用
の
小
さ
な
冷
蔵
庫
も

一
緒
に
購
入
す
る
こ
と
に

…
…
。
こ
こ
で
わ
が
家
は
、

完
全
に
ド
ツ
ボ
に
は
ま
っ
て

お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
コ
コ
ち
ゃ
ん

が
再
び
主
食
を
食
べ
る
よ
う

に
な
り
、
お
や
つ
は
封
印
。

毎
朝
の
ケ
ー
ジ
の
掃
除
が
日

課
と
な
り
、
グ
ロ
ー
ブ
越
し

の
触
れ
合
い
も
続
く
中
、
な

ぜ
か
息
子
だ
け
は
素
手
で
抱

っ
こ
で
き
る
と
い
う
謎
の
絆

が
。そ

し
て
２
年
が
経
っ
た

頃
。
コ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
る

で
「
も
う
慣
れ
た
よ
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
、
私
達
の
目

の
前
で
、
歯
車
で
遊
び
、
砂

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
餌
も
モ
リ
モ

リ
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
つ
い
に
心
を
開
い
て

く
れ
た
！

」
と
喜
ん
で
い
た

矢
先
、
歩
き
方
が
よ
ろ
よ
ろ

す
る
よ
う
に
。
あ
る
夜
、
寝

床
か
ら
出
て
来
ず
、
動
か
な

い
コ
コ
ち
ゃ
ん
に
ス
ポ
イ
ト

で
水
を
あ
げ
、
翌
日
病
院
へ

…
…
と
思
っ
て
い
た
ら
、
朝

に
は
静
か
に
旅
立
っ
て
い
ま

し
た
。

コ
コ
ち
ゃ
ん
、
う
ち
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
た

く
さ
ん
の
笑
い
と
、
ハ
プ
ニ

ン
グ
と
、
家
族
の
思
い
出
を

く
れ
た
あ
な
た
は
、
今
で
も

子
ど
も
達
の
心
の
中
で
生
き

て
い
ま
す
。誕
生
日
に
は「
今

日
は
コ
コ
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日

だ
ね
。
お
め
で
と
う
」
と
言

っ
て
く
れ
る
よ
。
ず
っ
と
、

家
族
だ
よ
。

福井県
福井県医師会だより
第774号より

コ
コ
ち
ゃ
ん
、

イ
ガ
グ
リ
か
ら
家
族
へ
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の
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年
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子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム　
in　
高
知

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
あ
り
）

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
子
育
て

支
援
と
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
虐

待
防
止
を
目
指
し
て
～
こ
の

子
ら
の
笑
顔
の
た
め
に
～

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
Ｓ

Ｂ
Ｉ
子
ど
も
希
望
財
団
、
高

知
県
医
師
会

◆
日
時
：
２
月
28
日
（
土
）

午
後
１
～
４
時

◆
場
所
：
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ

レ
ス
新
阪
急
高
知
（
３
階
花

の
間
）
（
〒
７
８
０
─

８
５

６
１　

高
知
市
本
町
４
─
２

─

50　

088
─

８
７
３
─

１
１

１
１
）

◆
定
員
：
２
０
０
名

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
開
会
あ
い
さ
つ
（
日
本
医

師
会
長
、
高
知
県
医
師
会
長
）

・
基
調
講
演
「
『
子
ど
も
真

ん
中
』
支
援
の
実
践
の
た
め

に
」
（
中
島
香
織
あ
さ
ひ
の

風
法
律
事
務
所
・
子
ど
も
シ

ェ
ル
タ
ー
お
る
き
理
事
／
弁

護
士
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の

推
進
」
（
矢
部
律
子
高
知
県

中
央
児
童
相
談
所
地
域
支
援

部
長
）

②
「
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く

い
ら
れ
る
た
め
に
～
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
む
～
」
（
武

樋
保
恵
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
高
知
み
そ
の
セ
ン
タ
ー

長
）

③
「
家
庭
内
子
ど
も
虐
待
の

現
状
・
課
題
と
求
め
ら
れ
る

新
た
な
子
ど
も
家
庭
福
祉
～

こ
の
子
ら
の
笑
顔
を
育
む
た

め
に
～
」
（
加
賀
美
尤
祥
社

会
福
祉
法
人
山
梨
立
正
光
生

園
理
事
長
）

④
「
笑
顔
の
た
め
の
子
育

ち
・
子
育
て
─
虐
待
の
親
子

関
係
か
ら
学
ぶ
─
」
（
稲
垣

由
子
明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）

・
閉
会
あ
い
さ
つ
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ

子
ど
も
希
望
財
団
理
事
長
）

◆
申
込
方
法
：
参
加
を
ご
希

望
の
方
は
申
込
サ
イ
ト
ま
た

は
高
知
県
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
の
現
地
参
加
申
込

書
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
現
地
参

加
の
み
）
に
て
お
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で

視
聴
を
希
望
の
方
も
必
ず
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。

申込はこちらから

◆
申
込
締
切
：
２
月
18
日

（
水
）
必
着
。
た
だ
し
、
定

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
３
月
１
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

◆
対
象
者
：
（
１
）
日
本
医

師
会
・
都
道
府
県
医
師
会
・

郡
市
区
等
医
師
会
の
関
係
役

員
等
、
（
２
）
在
宅
医
療
に

携
わ
る
か
か
り
つ
け
医
を
始

第
３
回
在
宅
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

「
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
が

面
で
支
え
る
在
宅
医
療
」

め
、
在
宅
医
療
を
支
援
す
る

医
療
機
関
、
更
に
は
在
宅
医

療
に
関
係
す
る
多
職
種
の
方

◆
参
加
費
：
無
料

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
開
会
あ
い
さ
つ
（
松
本
吉

郎
会
長
）

<

第
１
部>

・
講
演
「
医
療
計
画
に
お
け

る
在
宅
医
療
及
び
医
療
・
介

護
連
携
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
（
仮
）」（
座
長
：
新
田
國

夫
医
療
法
人
社
団
つ
く
し
会

理
事
長
、
坂
本
泰
三
常
任
理

事
、
演
者
：
西
嶋
康
浩
厚
生

労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計

画
課
長
）

<

第
２
部>

・
基
調
講
演
「
日
本
の
在
宅

医
療
と
小
児
在
宅
医
療
の
現

状
（
仮
）」（
座
長
：
新
田
理

事
長
、
坂
本
常
任
理
事
、
演

者
：
前
田
浩
利
日
本
小
児
在

宅
医
学
会
代
表
理
事
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
的

ケ
ア
児
・
者
と
家
族
が
望
む

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
包
括

ケ
ア
」
（
座
長
：
前
田
代
表

理
事
、
坂
本
常
任
理
事
）

①	

冨
田
直
（
東
京
都
立
小
児

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
在
宅
診

療
科
部
長
）

②	
一
ノ
瀬
英
史
（
医
療
法
人

い
ち
の
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

③	

小
畑
正
孝
（
医
療
法
人
社

団
と
き
わ
理
事
長
）

④	

網
塚
貴
介
（
青
森
県
立
中

央
病
院
総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
成
育
科
部
長
）

・
フ
ロ
ア
を
交
え
た
意
見
交

換・
閉
会

◆
参
加
形
式
と
申
込
方
法
：

（
１
）

日
本
医
師
会
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ラ

イ
ブ
配
信
）
で
の
視
聴

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
設
置
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
特
設
サ
イ
ト
（
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
）、
ま
た
は
日
本

医
師
会
公
式YouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
よ
り
ご
視
聴
下
さ
い

（
当
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
は
一

方
通
行
型
の
配
信
と
な
り
ま

す
の
で
、
質
疑
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
こ
と
、
ご
承
知
置
き

願
い
ま
す
）。

特設サイト

※

日

本

医

師

会

公

式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は

当
日
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う

他
、
後
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
模
様
を
収
録
し
た
動
画
を

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

（
２
）
会
場
（
日
本
医
師
会

館
大
講
堂
）
で
の
参
加

席
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
参
加
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
会
場
で
の

参
加
希
望
者
は
、
日
本
医
師

会
介
護
保
険
課
ま
で
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師

会

介

護

保

険

課
（

kaigo@po.med.or.jp

）

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
高
知
県
医
師
会
事
務
局

（

088
─

８
２
４
─

８
３
６
６
、

088
─

８
２
４
─

５
７
０
５
）

　日本医師会ではこのたび、医療ドラマの名曲を演
奏するオーケストラ “ORCHESTRA POSSIBLE～音楽は
心のくすり～ ”の特別上映イベントとして、「 2026
オーケストラの夕べ」を開催し、抽選で 200 組 400
名様を無料でご招待することになりました。
　本イベントは、日本医師会が全国のイオンシネマ
で行われる、ヴァイオリニストの枝並千花氏とプロデューサーのレーサー鹿島氏に
よる「 ORCHESTRA POSSIBLE 」の公演（昨年 4 月・東京オペラシティ）を収録した
映像の上映会を後援することになったことから、開催できることになったものです。
　当日はお二人によるトークショーも予定しています。2018 年の公演映像は
YouTube で累計 1,900 万回再生を記録するなど、大きな反響を呼んだものとなってい
ますので、ぜひ、日本医師会 LINE 公式アカウントを友だち登録の上、ご応募下さい。
◆開催日時：�3月11日（水）午後6時30分～（受付は午後5時30分～）
◆会場：�日本医師会館 1 階大講堂（東京都文京区本駒込 2-28-16 ）
◆対象者：�日本医師会員並びにそのご家族、日本医師会員が所属する医療機関で働

く医療従事者、医学生
◆応募締切：�2月16日（月）午後11時59分まで
◆申込方法：�
　①�二次元コードを読み込んで日本医師会 LINE 公式アカウントを友だ

ち登録（登録済みの方はトーク画面に飛びます）
　②応募フォームより必要事項を記入
　③応募完了！

※�応募は一人 1 回に限らせて頂きます（複数回の応募は無効とさせて
頂きます）。

※�当選者の発表は、LINE の通知をもって代えさせて頂きます。
※ �1 回の申し込みで最大 2 名様まで応募が可能です。
※�受付では事前にお送りした LINE の当選通知のご提示をお願いします（ LINE の当

選通知を削除された方はご入場できない場合もございますので、あらかじめご了
承願います）。

※�お席は自由席となっており、事前の予約はできません。車椅子の方は申込時にそ
の旨をお申し出願います。

※�駐車場及びクロークはございません。
◆問い合わせ先：日本医師会広報課　  03-3946-2121（代）

3月11日（水）開催の特別上映イベント3月11日（水）開催の特別上映イベント
 「2026オーケストラの夕べ」に 「2026オーケストラの夕べ」に

抽選で200組400名様をご招待抽選で200組400名様をご招待

申し込みは
こちらから
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